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冷温帯下部天然生林の更新技術 II
一一ー天然生林の林分構造および諜積の標高，地形の速いによる変化一一

安藤 -)11那辺三郎

Studies on the regeneration of the natural forest on lower limit 

of cool temperate deciduous broad-leaved forest II 

--The variation of species composition， stand density 
and growing stock of natural forest with altitude and 

micro topography-一一-

Makoto ANDO and Sabur・0 瓦AWANABE

嬰 同日

京都大学7~1:生損穏林の天然生林 fJJ木調査結果から，標高，地形の迷いによる中・大経木

(DBH>10 cm)の桧i種1Wi成の述いについて，本数や材・1資割合を用いて殻的lと検討した。

その結果

1) 天然強林のi度経i狩別本数の度数分布は， DBH 10-20 cm 1ζ度数の高い L~担分布を示すが，

沢部ではど…クの度数はほい。沢部平均[地では一部i町長i絞と無関部lζ不述統な度数分布を訴すも

の，あるいは DBH20-50 cm Iこピークをもつものも認められた。

2) DBH 10 cm以上では立木本数，諸積ともに路線部が商い般を示す。

3) 本地域の機高600m以上の天然生林は，スギ，ブナ， ミズナラの占める割合が高く，大筏

木 (DBH>30cm)の本数，材杭の65""'35%を占め， これら 3樹の分布の中心である線路700

-300mの沢音fl，300m付近の尾根部で部騎が最も符い。

4) DBH 10 cm 以上の立水のうちr:1~筏水 (DBH 10…30 cm)の占める本数割合は路線部で

415 ， 沢吉~で2/3 と j認めて多いが，材結はj忍被告flで1/4，沢法Ilで1/8と比較的少ない。

5) rjJ経水には針葉樹あるいは有用なおG*性広葉樹の割合がi渇く，れイ足後の後継総として次期の
森林の主体をなすものと期待ーされるO

l はじめに

京都大学戸~ìt官官林(京都府北諮問お11~芝山町)は京都府北部，補;I!!，滋賀両県の保墳に位躍し，

総面積約4200ha を有す。との地域の森林は，天然生のスギの混じる蹴帯蕗諜広葉樹林と暖帯~fð:

葉広葉樹林の2つの森林替の挽移帯にあり Iらお臼本と諜日公!C::分布する樹木が滋寂するため，

森林を構成するf:illは多様21で施業上その取り扱いは殺しい。当地域は近f投機では比較的診しいi当

然状態の森林が残されているが，前関林投設以来約606:1ミ1Hl!ζ地権者への分担あるいは研究問的守;

のために全面積の約1/3の森林については仇採や天然林保狩手入(広挺桧jの巻き枯らし等〉により



68 

入手が加えられ，現在も年間約10haの森林が伐採され11又絡の対象にされている。伐採方法は択

伐と小TfrH安静{えで，伐採跡地は植樹巡林，天然林保育作業により森林の:rq.成がはかられている。
演習林内の樹木の分布状態について特に全体を挺えたものは「天然林の生態j研究グループペ

i河本へ和的他へ村h5}，により多くの研究報告が行なわれてきたが底抜イえ採，保育の対象

となる1:/:1・大筏木の分布状f爆をi設的に捉えた報告は少ない。本報告は， '"日12利用儲似の増大した

広葉桜材の取り扱い，スギ、そ含む針広混交天然Æ*施3誌の基礎資料となることを l~的としている O

なお本報告に川いたデータはHß羽]391r~戸生損瑠林の経営苦!'磁をたてるために林内の天然生状態に

ある林分よりilJられたもので大部分が未発表のものであるのこれらのデータは撮帯下部のスギ・

務葉広葉樹天然生林の数々の特徴を解析するために主主主主であり，また生出習林の天然体施業訟

の基礎的検討のためにもかけがえのないものであるので，特に調査者の好意により使わせていた

だいた。調査をfr闘，災腕された京都大学践学部和問 jJi.~教授，で官f村

i足尉助v泊iJ乎， J烏ミ;収ほ大学!出込学音部1)相判神!ド1崎局燦ほ十……吟教j授受， 演間林教織良[こ対し， ここに記して感謝のmを若えしたい。
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Fig. 1 Position of investigative plot 

Table 1 Area and number of plot of邑achaltitud巴

Altitud母 Area 
m ha % 

…400 17.2 0.41 
400-500 227.4 5.4 2 3 

500--600 603. 7 14.4 3 4 7 

600-700 1153.9 27.6 7 10 17 

700-800 1499.9 35.8 11 10 21 

800…900 636.8 15.2 8 4 10 

900- 50.4 1.2 

2 データの検討と盤JIm方法

制査は 1/10000 の地形 ~I 上に 1cm

の絡子総をf!lliiきその各交JELより無作

為に 100点、をJIIIIJ¥し，このうち 63点、に

ついて行なわれた。:保jlJMj立区のiI首都ーは

0.1 haの況方形で，その中の DBH

(腕両政様)10 cm以上の樹木につい

てイ立水調査が行なわれた川市。これ

らの料資結果から，各翻致:s.ごとに

DBHの様級度数分布関， f;J'程L本数，

断l目立総合計の青|引I，もM額分布，演習林
投立以来の施業の紀銀等について検討-

会加え，制:佼時点で入手が加わってい

ない天然強;tl¥と忠、われる58点をJIIIIJ¥し

本報告に使用した。なお，調査区の掠

と地形については現在演関林で使用

されている 1/5000地形閣を)flいて若

干の修正を加えた O その結果将られた

調査地を関 11こ恭ず。戸~i寂溜林lま椋

i:'S350…960mで約600mの標高設があ

るが， 350-600111迄の国約書U1訟は20%，

800m以上は16%で 600-800mは63%

と q~1ζ多い。 地形の特徴は綴潟約700

111 以上がt~f{'IL JJjtとなり尾根から沢への

斜泊二院が鋭い。斜聞に設定された

iきでとられた制定データは，本報告の

対象がrド・大径木であり，地形を綿分

すると強調が繍~qtであるため，
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地紋的喪主将と沢(j0謀議に分けてそれぞれ!制民活11，沢(11;としてまとめた。

底分は，間約割合が小さく翻査院数の少ない15リ1j400-600mまでそ一区分にまとめ，
iた現在維業の中心が授かれており市駿割合の大きい線路600.--900111については 100111ごとに

分けた。(表1)材総計算はがi現林で現在)fJいられている7引役演?野林針・ 11:葉;WJ材穂表61 より求
めた。

3結果

1) DBHの筏級l定数分布(悶 2) 

路線部ではすべての湖資i廷で DBH10…20C111K;4>:数のj変数の高いL裂の筏級泣数分布を示し，

DBH 30 C111までの本数が械めて多く， 50 C111以上の大筏木の現われる割合は少ない。標高600…

800111においては特にこの傾向が2詳しく，当J也に天然分布するスギ(アシウスギ Clツ'jJtomeriα

jσ!toni・cavar. rtれdicans)の占める鵠合は多く， 10 C111以下においても開様にい制合のスギ税樹

の存在が予測されたれo ~~ii?;G800 111以上では械i¥'G600…800mに比べ， DBH 10-20 cmの水数，ス

ギの割合ともに減少する o ~臨時i400-600m においては， DBH 10…20 cmの度数の高い同様の L

担分布を示すが，針葉樹特にスギ、の割合は縦めて少なく， 50 C111以上の火後水にはスギ以外の針

葉樹(モミ Abiesfinna，ツプIfTsuga Sieboldii)がみられる。またスギの，!5める割合は DBH40 

…50 C111までが多く，それ以とになると広諜樹の大経木が不i連続に存在する。

沢内15では閣に治したそれぞれの総高別に集計したものとがl々 の調査区では分布様式がやや鍔な

~ 0 R，f;j々 の鵠翌日涯では，1)係|終分布にどークがみられず不迎続に分布するもの， 2) ピークが

DBH 20-50cmの間lこ認められるがその度数が侭いもの. 3) ピークがひBH10…20cm にみ

られるが隠収書誌に比べ度数の低いものの 3つの分布型が認められた。 iた総資18:内の木数空白[立は

1)から 3)の分布型に移るに提し、J盟加した。大経水そ有する沢音1)では，純資l去のTfJi務が相対的に

/ふさい (0.11m) と分布製の判断が~!jfr しいことを考成しなければならないが，全般{内な傾向とし

ては沢から斜加にかけてひからめの分布!i'l1-経で!副長の分布製へ移行するものと忠われる。沢

131;の各線高別の集計では， 尾根設1I問機 DBH10-20 C111 ，こピークのある L別分布を示すが， そ

の!支数は椛い。それに対し DBH50 cm 以上の火後水の都合は比絞的多く. 100 cm以上のもの

もしばしばみられる。 J芯線部と!司様に針葉桜は DBH10-30 cm (こ占める割合が多く.50 cm J去

に分布するが， スギ以外の針葉樹はほとんどみられない。なお，機高400-600mではス

ギ、の現われることはf訟である。次にこれらの筏級度数分布傾向をふまえ，さらに施議上の理IIlか

らDBH30cmを績に個々の調主主肢のデータと，その忠良両加の提言!ーをもとに本数，材五!i. *泣j樹割

合について検討してみよう。

2) ヌド;数分布(限 3) 

DBH 10cm 0.1:の本数ば路絞おおと沢音1Iで火きな設があり，ィE均史的にはj剥技者1)(ま沢CJriの約2.5 

倍の本数となり，その内総は針樹が約3!;1i，広葉樹が約2{討のオミ数を有レている。

1際:高別にみると足絞部では会翻資l廷で 390---1280;2ド/haと綿査j笈により約3的の速いがみら
れ，線高700-800miこ本数の最大航がみられる。 これはj式部樹の本散が標高がおくなるにつれ

漸減するのに対し， i十梨樹木数が総高700…800mIこピークをもつためである O 沢苦IIIま令縮ま~~I京

で 30-540水/haと18{出の迷いがあり，特lこ沢中央i311でj広葉樹の大保水が点在している所は本数

が少なく，公HfIiで増加した。 J引良部よりやや低い模商600…700mで本数は最大となった。 ζれ
は沢法1;の針葉樹が線路400-600111にほとんどみられないこと，広葉樹木数が担!高700mJ立とで

いくらか減少するためであろう。(関3-1)
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D13H 30 cm J?)，上の木数は賂線部と沢部の設は小さいが，全般的には路線;'{Ilは沢部の約L5{t'f 

の木数を有し，その内容は針葉樹が約2{g'の本数になるのに対し，広漉樹はいくらか降級部のブJ
が多いがその悲は/ふさい。

線高別にみると，尾根郊でば会縮査区で 60-260木jhaと純資lおこより約4倍の迷いがみられ

るが，機高700m以上で汲大の本数となった。これは針葉樹の大篠木本数が椋i認が上がるにつれ

て徐々にJ治加する傾向がみられるのに対し，広葉樹の大桜木本数が糠諮問0-900m1こ特に多い

ためである。沢部では金調査区で 30-200木jha と翻査区により約7倍の迷いがあるが， D13H 

10cm以上の本数に比べ尾根部との迷いは少なくなり，探i窃600-800m付近では特!と本数の多い

純資誌がみられ，標高700-800mで最大の本数となった。 これは沢部の広諜樹が様商700-800

mtc本数の殻大徳をもつこと， 針葉樹が標高600-800mtζ最大継をもち， ζのスギの分布域の

1*心では，針諜1長j大探?にの木数が多くなるためである。(鴎3…2)
D13H 10 cm以上の本数に占める D13H30 cm以上の木数割合は毘線部で約1/5，

となり，特lご針葉樹の割合が少なくなる。

3)諜積分布(図4) 

D13H 10 cm 説"との立木の議fdHまヌ11:¥般に比べて路線設rl，沢部の設は/ふさいようである。混線部

ではそれぞれの調査院で 153-439m3jha (約 3{i~f) ，沢設~では 89-570m3jha (約6倍)とかな

沢部で約1/3
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りilJ還資区により認なるが， 沢者/}では 250m3jhaまでの多数のグループと， それ以上の少数のグ

Jレープに分かれ，全体としては路線部に比べ議機は小浅いようである O

j道線部では標高がi結くなるにつれ議総は地加する傾向がみられ，標高800m前後で最も大きい

{伎となる。これは尾線部の針葉樹材積が，抵12i高ではスギ以外の針・葉樹(モミ，ツガ，ゴヨウマ
ッP.ρarviflora)の大篠木lとより，標高600m以上ではスギの分布の中心となるため，
によって材積がほとんど変わらないのに対して，広葉樹は標高が商くなるにつれ大鶴木の割合

が;鳩加し，材樹が徐々に増加するためであろう。沢部では機応i700-800mfζ諸積の最大俄がみ

られる。針葉樹は諜高600m以下の沢部ではほとんどみられず¥線路600-800mのスギの分布

域で最も大きい*;1・積となる。 この地域では， ほとんどの翻資区で 100m3jha以下であったが，

200 m3jha以上の依を訴すところもみられ，後述するように，ご立にl副長部に分布するスギが，分

布中心域では沢吉f}にまで分布をjよげ， 部分的に大きい材樹となる o J1;.築技}は;臨i南700-800m1ζ 

ピークをもち， ほとんどの調査誌で 200m3jha以下の材結ーであるが， カツラ (CercidiPhyllum

japonicum) ， トチノキ (Aesculus lurbinala)，ミズナラ (Quercusmongolica var. grosseserrata) 

部地域の沢部で DBH100cm以上の大径をなす広葉樹が存夜する翻j'iJ認では 350m3j泊以

上の高い材1賓となった。また会体的には，長，.諜樹は尾鍛部で大きい材積与を訴し， }去~樹はその殺

は小さいが概商750m以上では尾根部，標高の低い部分では沢部で大きい舷を示した o (思14-1)

700 -800 m 800 -900 m 

日 R 

V V 

量出
O 30 50 100 150 O 30 50 100 

height (cm) 
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DBH30 cm 以上の立木の材積は，各様i持， :l:ll!形で DBH10 cm邸、上の議結傾向とおまり変わ

らない。標高750mB下では沢部の方が搭;fl~部に比べやや材誌が多いようである。(訟l4-2)

DBH 10 cm 以上の都較に占める DBH30cm B上の材割合はj副長部で3/4，沢部で7/8となり

尾根部の針葉樹の割合がやや少なくなる制1I司がみられるが，当地の天然生林の部のかなりの

部分が DBH30 Cl11以上の大俗木の材般に友右される。

4) 樹級割合

ここでは，それぞれの調査地を機高差で4地域に分け， とi由形の迷いによる仁1:1篠木 (DBH

10-30 Cl11) ，大接木 (DBH30 Cl11以上)の樹穂総成，本数，材結割合について考怨するの

当地域の天然生林内の大径水は， スギ，ブナ (Faguscrenata) ， ミズナラの3樹齢号よって代

Tab!e 2 Distributions of tre邑 popu!ationin relation to a1titude and topographic tYPes 
(DBH>30 cm tr田s)
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、3 400-ωOm 側 -700m 700-800 m 80ト 900m

FE 句。l| Pd4よr♂:rya剖吋11
%%  1%  % 1%  % 1 %も %1弘%1 % % 1号%も %1% % 

スギ 4

Crytlomeria j.ゆo!，ica 1.2Q:! 12:1 -l.ll・931. 6 慾込怨dl~ 25.4忽:.!1l2:1.132. 7♂辺:三盆:111:.!。a久間dicalls1--白山由 自問一回目即
ヒノキ
ChOl材aecyparisobttlsa 

ソノタノシン笥ウジュ
Other coniferous tree 

V'~l3ウジ品 ゴウケイ
Conお干oustree 'total 

一-，一一一 -10.5 0.4 一一 I3.7 2.6 一一1.9 1.1 

5.7 19.3 

38.5 59.7 -1 41. 9 31. 6 34.3 26.3 1 33.3 25.8 27.6 15.2 1 36.4 32.9 22.2 14.6 

プナ
Fagtls crellata 

ミズナ予

QuerCflS mo伊 lic!.......""n'nI .~'.? .~.). ~:.~ .~・~I ，9-，3. .ll:1. .!!:l込il込J.E.・!!.!.:.!註訂正621・2.， 11・129.0 
vaY. grosseserrata 

シデゴウケイ
Cat世jllusTotal 

ア'hシデ
C.laxij守ora

イ;t.V'デ
C. Tschonoskii 
タサジデ
C. jatonica 

ミズメ
Belula grossa 

トチノキ
Aesculus turbinata 

カエデゴウケイ
Acer Total 
ロハウチワカニ£デ
A. Sieboldianum 

イタヤカエデ
A. Mono 
$ubst. marmoratwu 

オオモミジ
A. palmalum 
subsp. amoeml出

ク昔 、
Castanea eytmala 

ウラジロガ「シ
Q. salicina 

サワグJレミ
Pterocarya rllOifolia 

ミズキ ゴウケイ
Cornus controversa 
C. macrophylla 

カツラ
Cercidiphyllum jatonictlm 

ソノタノコワ詔ウジ品
Other broad leaved tree 

コウヨウジュ ゴウケイ
Broad leaved tree Total 

一 一語:1 ~:~.I 盟三袋三忽:..2法:1 1 1!:J!泣三塁斗笠:.2 1~ 型企主.0 42.1 

立:..1.辺L之 島.号 3.51ト詔ム.!! ~・.~ 4.9 2.51 J.・.7. !i:il 1.6 0.7 4.7 1.8 

1・J. 4.7 2.4 0.91 ゑ ~:9. 2.0 0.9 1・6 0.7 i 4. '1 1.8 一一5.5 4.6 

3.8 3.5 7.3 2.6 3.5 2.7 1.0 乱8I 0.5 0.3 

i九?:
一一 2.0 1.4 1.6 ]. 4 -10.90.3 

4.9 1.8 7.0 7.6 8.8 7.5 6.6 5.8 6.5 10.6 

一一 29.330.7 1・.号 1・.&11.6 1.2 - 7.4 3.2 2.46.91 -

9. 6 7.2 14. 6 4. 5 I 4.7 3. 5 5.9 3. 6 

5.8 3.8 一一1.2 0.7 2.0 ]. 4 

一一 4.9 6.6 1 2.3 2.2 1. 0 1. 1 

1.9 0.8 7.4 2.6 2.7 j. 2 5.7 3. 9 

2.2 0.8 1.6 0.71 1.9 0.8 一一

0.5 0.3 2.4 1.71 一一 3.7 1.1 

1.9 2.1 7.3 1.5 

3.8 乱62.41.6

11.5 7.7 4.9 2.1 

一一 4.自 2.0

1.2 O. 6 2.0 0.8 I一一 0.8 0.7 I一一一一

;2;1111;;::::[ぞヂ
一一 2.4 0.71 一一一一

一一 3.0 1. 0 -1 - - 7.4 2.5 

一-2.4 31.6 一一 0.8 7.4 

4.8 2.5 2.6 1.7 1.9 0.5 7.5 6.0 9.8 3. 6 4.8 9..1 2.2 1.2 Q.O 0.0 

61. 5 40.3 100 100 1 58.1 68.4 65.7 73. 7 I 66.7 74.2 72.4 84.8 I 63.6 67.1 77. 8 85.4 

注) No.: Number (ホンスウ VoJ.:Vo!ume (ザイセキ)
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される。線高400-600tれでは，沢郁でスギが欠けること， ブナがj副長官:[~で欠けているが，こ

れらの樹磁の分布の中心となる標高600m以上ではよ量級15[l，沢部ともに大桜木の本数，材騎の

65""85%がこれら 3 樹穂によって I~îめられる。スギは比絞的路線に多く， 600-800m付近

に分布の rl1心があり，ここでは沢吉I~にまで分布J設を広げている o ブナの分布の中心はj京高 700m

問、とにある。立たブナは路線部，沢;t11ともに存在するが，比較的沢当1)で本数，材結割合は高いよ

うで， 分布の下般の 600111以下では沢部のみ存在する。 ミズナラは標高400-900111の賂iJit1~1) ， 

沢部ともにみられ，スギ，ブナに比べ本数は少ないが，材讃はむしろ大きな倒となっている訴も

みられる。分布j創立ブナに比べてjよいが，特に 1者600m以上に多いようで，本数は比較的尾根

I11Hこ多いが大筏木はiRf:fllに多い。これら 3樹穏の分111の多い線高600m以上では，尾根から沢に

かけて，スギ¥ブナ， ミズナラのj阪に分布するようである。本米樹木は，真新，成立する環境と

生長に適した場所は必ずしも…致するものではないが，これら 3樹は地形的にはかなり適応性

があり， )]i己根者Il.沢町iでも槌在し他の*封溜を茂樹している O

これら 3i封殺の他にはシデ獄 (CarpinusJ潟)， カエデ9iIi(Aceraceae JT.詰)， ミズメ (βetula
gl'ossa)が全域にみられる O シデ搬の1:11ではアカシデ (C.laxiflol'a)が比較的の低い賂f.良部

に多くみられ， カエデ、類の'1:1ではコハウチワカエデ (A.Sieboldianum)がj道線部に， イタヤカ
エデ (A.Mono) ，オオモミジ (A.talmatum sゆψ.amoenum)は沢部に多く分布し，コハウチ

ワカエデ， イタヤカエデはi~R~;tî600…800mを!:[1心に， オオモミジは比較的低い標高に分;(fiして

いる。 ミズメは主に襟 600…800mの沢郁に多く分布し， 本数割合に比べ杉績割合は許可く，シ

デ類，カエデ獄より大経木での海底が多く，スギ¥ブナ， ミズナラに次いで沼地域のごE援な緑林

梢成である Q

次にその分布が路線設11，沢部iこ布;iる艇についてみると，まず路線部ではとノキ (Chamaecytal'Is

obtusa) 等の長I~t\~樹，クリ (Castanea cl'enata) ，ウラジロプJ、シ (Q.salicina)があげられる O ヒ

ノキは椋商400-900i11の全域にみられるが，オ木記数， A:材4花梢i制f合奇ともlにζそれ{ほまと

ツガ，ゴヨウマツは 600m までに現われ，本数割合に比べ材 T'i1i f~rJ合が高く，大保水となり，

ス-t~'iこかわってこの地域の俄;出現となっている。 クリは 400…900mの思絞訪日にみられるが

沢部でもいくらかみられ分布域は!よい。特に線高600111J2I，、ー!こでは大路木になりやすく，シデ知，

カエデj演の初合の減少したね 800m以上の路線tfllでいくらか向い材結割合となった。ウラジ口

jj'シは標高800mまでのi剖良部にみられるが， .:t.iこ線高600m辺、下に分布し，ブナを欠いたこの
地域では沢111)(こまで分布J淡をJ1;げる O 総高400-600111の尾根部では， スギ， モミ，ツガ，ゴヨ

ウマツ，あるいはアカマツ CPinusdensifLol'a)等の鉛‘紫紺の，特に大桜木がj忍波部の主林水と

なり， ミズナラ，シデ9iI{，カエデ知，ウラジロガシはその下部に分布する。沢15llに主に存在する

ものはトチノキ，サワグノレミ (Pterocal'ya I'hoifolia)， ミズキ~\í'ì (Cornus偶)， カツラ等があげ

られる。 トチノキは概 400-900111と広範間に:iili統的に分布し， サワグjレミ， ミズキ獄，カツ

ラは11;組問に分布するがかなり偏在する傾向にある O 沢部は沼級官Il(ζ比べ広紫樹の大径氷が存在

するが， トチノキ，カツラはそのiやでも大経をなすものである O

)311生波留林では250 flliに近い樹木騒が存犯するおといわれているが， DBH 30cl11以上の大筏を

なす樹木の本数， i詐取の90%以|二がここにあげた20~沼野i近い樹却によって;禁法されている。(表2)

仁11f活水は大復水に比べ樹穏総j点は多く，多様である。仁tf浸水を高木性樹稼(沼地域で森林のよ

)¥?lを形成するj持活D と{民*tll:樹組(仁j:1・iご胞を形成す{s総務)iこ分けてみると， {認水性itH1illの答d

fTは低く，良部，沢部ともにその平均で本数，材脳割合の85%前後が針葉樹と高水性jよ封に
よって占められている。スギ，ブナ， ミズナラの34封綴は本数割合でみると， 椋高400-600111

では15%前後，線南600-900111では45"'-'759援をl:!:iめる。大筏木でのj付組割合に比ベスヰ戸、が相変
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Tab!e 3 Distributions of tl'ee population in re!ation to altitude and topographic types 
(DBH 10-30 cm trees) 

ヒノCキhat聞 ecypatisobtusa 1 1.4 1.9 -1 叩 -10.3 0.3 一 12.2 3.2 

ソノOタthノerシンigfeウmジuぶC011lterous lrce 

シンCoヨmウfcジroAtl ZfウTケoイtal us trec 122.5 28.3 5.2 3.4144.4 51.2 38.5 48.6 54.1 57.4 40.8 46.61'38.2 45.3 41，3 45.4 

プい帥 l M lSZ1167SM出血I7.1 9.1刑制 l山川 2.2 1. 6 
ミズQナ11ラ
ercus剖o1fgolica 0.9 2. 4 .~・.~ 7:主 4.0 3.8 0.8 0.51 J.4 1. 2 一一 i3:.~ s:.¥. 2・2 1.6 
vaY. grossc!'crrala 

シヂCaゆゴI1ウ'"ケsTイo¥al 田30町.四5 輔28山.崎s 同20問.岬s 山19明.2細 ・9・.…5 ー10一.回6 9. 6 9. 4 I 5. 1 6. 1 O. 6 

アカCシtデ~xiJlora 滋ム2. 23，0 ?: ~ .5:.C 7.・6 7・.: ?:? 4.8 I 4.0 4.6 
イヌシ7ヂ'sc 
C. 1'scl101foskii 0.2 0.2 

デマC.シjヂ'atOllica 5. 6 5. 0 3.1 3.4 1 1. 0 1. 2 O. 8 O. 8 1. 0 1.3 一一i弘之 8.5
ミズメ (1.9) (1. 6) - -I (3.1) (3.9) (3.1) (0.8) (1.2) (0. 6) (1. Bclula gl'ossa 

トチAノcscキulus lltrbhla[a 一… 7.3 8.3 …… 0..1 0.2 。‘2 0.4 

カエAうcFu-Tゴoウlaケlイ 3.3 2.914.614.2! 4.3 4.3 7.3 7司5 4.1 3.7 7:.~. H.:ぷ込ぷ込込五認え

ココ?;;3345nz M M 19 22 M 47 30 M M 38l M M M 53. 
イPAヤ.カエデ
Mo，!o .~・号 3.5 I 0.2 0.1 1. 2 1.1 I - - 0.6 0.8 1 0.7 1.1 !ì:.~ lQ:1 
subst. marmoralrmt 

11J1モ.tミ01ジ;"01"'" 1.4 0.9 5. 2 ~..~. i 0.2 0.4 一 一一一 -1 0.7 0.9 2.2 3.5 

51岬…

ク Caザslall'.crella{a I 3.3 4.4 一一1.7 1.3 1. 2 O. 8! 2.2 3. 6 一一 10.7 0.5 
ta1Jca crenala 

ワラQジ.sロ.1ガicaYna 8.b9.4 2.92.5 一 一 1.0 2.0 

ウワPrミuス11・uザs久Grラ'ayana 一 一1.0 1.4 I 0.2 O. 1 1.2 O. 5 1. 3 O. 5 O. 6 O. 2 i 1. 1 0.5 6. 5 4. 0 

サワPグler，ル'OCOミ ーー;;:.~ !ì:~. 一一一 …… 2.8 2.5 rya rho仰lia

ケぢ%占ぷぷomc附r

γノタノウコhジウig2Itクセイ
コ0ウtheヨr h a7.58.414617.81・2 1.3 3.8 3.0 I 3.0 2，9 2.8 2.31 2.2 1.9 .~'.? .~'.~ 

broad leaved trce i .… ・・・・ 一一 ー問問 …" ・・・・・

ソ3::1 5.6 2.6 2.9 2.0 1.5 0.8 4.1 2.7 -[ 2.20.6 
l1cx teduncll10sa 

7オJ.ハダ
nlacrotoda 2.8 1.2 5.2 4.9 3.1 2.0 1. 0 O. 9 1. 1 O. 6 

ハタSウンボOク
tyrax ObassIa 3.3 2.0 6.3 4.4 0.2 0.1 1. 9 1.3 O. 8 O. 4 1. 1 O. 5! 1. 1 O. 4 G.5 3. 5 

:;ムシ/< 0.9 0.3 - ~ 0.7 0，4 -! 3.7 1. 8 -， i 1. 1 O. 7 Magnolia salici，βIw 

ソノコOタウthノeヨrチウ10イジw ボタ セイ
a broad leavediree 

日 3・7.!..!.:.! ~:.~ I 込ぷ P:.~ H 3.6/ 1・8 1. 7 4・3 3.1 I 5・6 2・115・210・7

コウ自mヨaウdジュ ゴワケイTOl lcavcd tree TOlal 77.5 71.7 94.8 96.6155.6 48.8 61.5 51.4145.9 42.6 59.2 53.4 i 61.8 54.7 58.7 54.6 

注) No.: Number (ホンスウ) Vo1. : Volume (ザイセキ)
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わらず傑r:'::iするのに対し，ブナ，ミズナラば減少し，特に尾根部でブナ，沢部でミズナラの減少

しい。その他の樹積では，尾被告1)では，タリ，ウラジロガ、シ等の広葉樹，ヒノキ，モミ，ツ

ガ等の針葉樹が大経水での樹糠構成とかわらない割合で分布するが，ブナの減少する所ではシデ

翻が増加し，思J良部は全般的に大誌をなす掛磁の後縦樹がや経木にも存在する。沢吉11ではトチノ
キ，カツラ，ミズメ等の割合は少なく，カエデ類の割合が増加し，大篠木をなす樹溜の後継fffiは

少ない。

イ底木性の広葉樹は線数は;投誌であるが，前述のように中径木の本数，材殺に占める割合は20%

に満たない。そのため大様木を含む DBH10cm以上の樹木総数に占める割合は様めて;!，'J;少で

ある。その中ではソヨゴ (Ilexρedunculosa)，アオハダ(よ macrotoda)，タムシパ (Magnolia

salicifolia)は比較的j船長部!こ多く，ハクウンボク (StYl'axObassia)は沢郊に多くみられた。(表

3) 

4 汚察

生蹴習林の標高の迷い， あるいは地形の迷いによる織の分布様式については， r天然林の生
態」研究グループわによって乾湿度指数を用いた詳細な研究がある。本論文で扱った天然生林の

r:1~ ・大接木の分布についてもほぼ問機の結果が得られた。すなわち，当地域は標高 600m 付近を

墳にして説;帯濃紫広葉樹林と!暖帯落諜広葉樹林lζ区分され， 600m以上では， スギ，ブナ， ミズ

ナラが毘線部，沢部ともに{関市ずるのに対し， 600111以下ではブナの都合が減少し， それに代わ

る縫占積はみられない。

本i出現林の1m騎の80%近くぞ占め，部設施設の中心がおかれている標高600111以上の地域に役

目してみると， スギ，ブナ， ミズナラが DBH30 CI11以上の大接木の本数，材殺の 65'""'859話を

占め 3樹稲の分布が霊なる線路700-800111の沢郎， 椋i南800111付近の港線務[lで最大の諮樹を

示した。また尾般若Ilの議;践が多いように，スギの割合のi高い針!玄関交林で経も卒者殺は大きいよう

である o 1:131差木の樹糧割合はスギ、を合め高木性樹額により本数，材積の85%近くが点められるよ

うに，充分次代の森林の後継樹として期待されるものである。

現在総務Iiネでは夫然林の伐採とi民磁殻，伐採後の森林の再成のための植樹造林および保符作業，

すなわち天然林施梁のあり方について検討が行なわれてきている。施業の内容は器本的にはー伐

採筋所の磁較を 10-12haとし， 伐採方法は原則として経級訳伐方式がとられ，イ慌斜tlilや路

線lJll1ま林地保全上，保存するか，伐採率を滞とす方法がとられている。伐採後の森林の克新は，

路恨部で天然林保持作業が行なわれ，大様yド:の多い沢脅Ilでは，結果的に一部小荷額皆伐(または

郡状択伐)状になるため， スギなどの植樹造林を行なう方法がとられている。(昭和59年度業務

提員会資料， 1984年4月)しかし実際の施業においては，議選材上の問題と単位凶器i当りの収隈

る必袈から斜部下容Ilの択伐本がi河くなる傾向にある O 択{足率の上昇は有用な i高水位*tí~樹

をタとない次期の森林の諸積の器援を避らせ，多器等で保持の離しい総iitj造林の在日粧を増加させる

ことになる。収穫設を楠加させるためには，むしろ比較的諸積が大きく，後継樹の多い斜i百上部

を伐採するか，施業区の館所を増やすべきであろう。

森林は木材の住践の場であるとともにその公接的織能を合め多極多様な役割そ*たしている。

天然林施梁は広大な施業百五騎と強擦な有用樹木曜の存荘を不可欠とし，長い回帰年の問に，森林

は木材主主総以外の機能をも果たさなければならない。特に気象替等で森林の予~Iζ不都合な地域

では，粧{松j造林i百績をできるだけ押さえ，有用高木1遣の椛樹の生育ぞ促進するためのメリり出しを

行なうなどi手いi時期に森林の諸積の問視をはかる作業が必要であろう。気象替， ，青虫答lと強く硲
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い諸積を維持でき，立た経済的機能，公主主的機能ともに11剖tの嬰怒を広く部犯する主1..J広混交線
Ji'~í林の造成への具体的手j訟の検討が担まれる。
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lえるsume

The relation of distribution of each tr巴especies in population and growing stock to lhe 

a1titude and topographical factor was investigated with the data taken by random sampled 

plots in natural forest stand of Kyoto Univ. Forest in Ashl1 which locatccl at the northeastern 

part of Kyoto Prcfectl1re. This forest is situated on the lower limit of coo1 temperate 

clcciduous broad目leavedforcst zone. すhcresl1lts are summar匂edas foIlows; 

1) The frcql1ency distribl1tion of DBH class of p10ts shows L type and thc frequency of 

10ω20 cm DBH c1ass is high il1 gcneral. The peak of freql1ency 011 vaIley p10t is slightly 

10wer than that 011 ridge plot. But on vaIley p10ts it is observed often that the distribl1tion 

is irregular or the pea1王offrequel1cy is in range of 20ω50 cm DBH class. 

2) Trec nl1mber and t:otal voll1me of stands (DBH>10 cm) arc generalIy higher 011 ridge 

plots than t:hat on valley plots. 

3) Sugi (Crytlomeria jatonica)， Buna (Fagus crenata) and Mizl1nara (Quelでusmongolica 

var. grosseservatα) are dominant species above 600 m in altitude. Growing stock is the 

highest in the range of 700四 800m in altitl1de on valIey plots and in the nelghborhood of 

800 m on ridge plots， where are in the center of distribution of these three sp巴cies.

4) There is a lot of middle DBH c1ass trees (DBH 10白30cm) in each plots and most of 

which are important tree specie告 andwill dominate the upper 1ayer of succeeding forest 

after selection cutting. 




